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研究成果の概要（和文）：高分子ダイナミクスの強力な測定手段である光子相関法を中心とし、

小角中性子散乱、中性子スピンエコー測定(スピン相関法)を相補的に使用して高分子ゲルを対

象とした高分子凝縮系ダイナミクス物理の構築・展開を目指した研究を遂行した。 

 

研究成果の概要（英文）：We carried out a systematic study on the dynamics of polymer gels 

by means of photon correlation methods (dynamic light scattering), small-angle neutron 

scattering, and neutron spin echo, to construct and develop the physics of polymer 

condensed matter.  
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１. 研究開始当初の背景 
代表的なソフトマターの一つである高分子
ゲルは高分子鎖が架橋点により結合された
高分子凝縮系のひとつで、多彩なダイナミク
スを内包する「マルチダイナミカルマテリア
ル」である。高分子ゲルでは、架橋点が拘束
場として作用し、非エルゴード性やスペック
ルなどを発現させるのみならず、多種多様な
相互作用が働くことから相転移現象や臨界
現象などにもゲル特有の特徴が見られる。 
 

２. 研究の目的 

ゲルの平衡・非平衡構造におけるダイナミク
スの時空制御を目指し、動的光散乱、中性子
小角散乱、および中性子スピンエコー法など
による高分子ゲルの構造とダイナミクスに
ついての系統的な研究を行った。 

 

３. 研究の方法 

動的光散乱、小角中性子散乱、レオロジー測
定、中性子スピンエコー法などを駆使し、ソ
フトマターのダイナミクスを系統的、統一的
に研究した。 
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４. 研究成果 
レオロジーと動的光散乱によるゲル化点決
定、コントラスト変調小角中性子散乱による
高性能ゲルの構造解析、ポリロタキサンの局
所ダイナミクス、粘土鉱物-高分子複合材料
の Rheo-SANS、新規ゲルおよび生体高分子ゲ
ルの構造とダイナミクスなどについての研
究を行った。 
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